
３
７
同
会
関
東
支
部
会
員
各
位 

昨
年
の
忘
年
会
は
お
蔭
さ
ま
に
て
、
女
性
五
名
、
男
性
十
六
名
の
御
参
加
で
盛
会
の
う
ち
に
終

了
し
ま
し
た
。
さ
て
こ
の
度
、
左
記
要
領
で
観
桜
会
を
計
画
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
万
難
を
排
し

て
御
参
加
下
さ
い
。
な
お
、
女
性
は
、
五
名
以
上
の
方
の
御
参
加
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

記 

一
、
日 

時 
 

平
成
二
十
五
年
四
月
六
日
（土
）十
三
時
～
十
五
時
三
十
分 

一
、
場 

所 
 

東
京
都
千
代
田
区
九
段
北 
四
―
二
―
二
十
五
「ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
」 

（電
話

〇
三
―
三
二
六
一
―
九
九
二
一
）  

部
屋
は
今
後
決
定
し
ま
す
。 

一
、
会 

費 
 

女
性
五
千
五
百
円
、
男
性
六
千
五
百
円
（通
信
費
を
含
み
ま
す
。
お
釣
り
の
な
い

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
、
料
理
等 

 

料
理
は
洋
食
＋
和
食
、
飲
み
放
題
で
、
飲
み
物
は
ビ
ー
ル
、
ウ
ィ
ス
キ
ー
、
ハ
イ
ボ
ー
ル
、

焼
酎
（麦
・芋
）、
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
、
日
本
酒
、
ワ
イ
ン
で
す
。 

一
、
そ
の
他 

 

二
次
会
を
二
階
の
喫
茶
店
「ス
リ
ー
ゼ
」で
と
考
え
ま
し
た
が
、
桜
祭
り
の
期
間
中
で
、

予
約
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
御
希
望
の
方
に
は
、
小
グ
ル
ー
プ
で
周
辺
の
喫
茶
店
な
り
居
酒

屋
に
行
って
い
た
だ
く
こ
と
に
も
な
る
の
か
な
と
懸
念
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
御
希
望
の
方
に
は
、

懇
親
会
後
、
千
鳥
ヶ
淵
と
靖
国
神
社
の
桜
を
観
て
、
同
神
社
の
茶
店
で
一
杯
と
い
う
こ
と
も

考
え
て
お
り
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
懇
親
会
後
の
行
動
に
つき
ま
し
て
は
、
今
後
役

員
で
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

一
次
会
に
参
加
さ
れ
る
方
は
、
三
月
二
十
六
日
（火
）ま
で
に
お
知
ら
せ
下
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

観
桜
会
幹
事
・３
７
同
会
関
東
支
部
幹
事
長 

 

村 

川 

淳 

一 

（電
話
〇
四
―
七
一
五
八
―
九
五
六
八
、
携
帯
電
話
〇
九
〇
―
四
五
三
七
―
五
七
九
三
） 

 



 
「会
場
見
取
り
図
」 

 

左
図
の
黄
色
い
矢
印
の
方
向
か
ら
入
って
下
さ
い
。
直
接
二
階
に
着
き
ま
す
。 

 

  


